競技注意事項
１．本大会は２０１３年度日本陸上競技連盟競技規則ならびに本大会申し合わせ事項により行う。

２．（第４５回全日本大学駅伝対校選手権大会中国四国地区予選会）

· チームエントリー方式を採用する。

· 参加申し込み後の選手変更は認めない。

· １０Ｋｍを走り、エントリー１１名中上位８名の合計タイムにより順位を決定する。

· 原則として、１１名全員が出場しなければならないが、エントリー後の選手の怪我、発病等で出場ができない場合、その選手の棄権を認める。不本意ながら棄権者がでたチームでも、主催者が認めれば、合計タイムのだせるチームは、正式チームとして認める。

· 大会当日までにエントリー選手の怪我、発病等で出場する選手が８名未満になってしまったチームは本連盟に事前に連絡すること

· スタート１５分前にスタート地点にて招集を行う。

· フィニッシュ後、大学ごとに受付にてICチップの回収を行う。未返却の場合、後日本人が必要経費負担の上、本連盟に郵送のこと。

３．（第１８回中国四国学生女子駅伝競走大会）

· チームエントリー方式を採用する。

· 参加申し込み後の選手の変更は認めない。

· 正式オーダーを午前１０時までに受付に提出すること。

· 選手が途中競技不可能となった場合、当該チームのその区間の競技を無効とする。また、審判長の指示に従い次区間から競技を続けた場合でも、各区間の記録及び全体の成績は認めない。

· 昨年度同様たすきにICチップを導入する。

· スタート１５分前にスタート地点にて招集を行う。

· たすき及びナンバーカードは競技後大学ごとに必ず受付に返却する。未返却の場合、後日本人が必要経費負担の上、本連盟に郵送のこと。

· シード権獲得校を除く上位１チームを第31回全日本大学女子駅伝対校選手権大会の中国四国学連代表として推薦する。

４．（１０ｋｍクロスカントリー記録会）
· 第４５回全日本大学駅伝対校選手権大会中国四国地区予選会と同時スタートとする。

· エントリー後の棄権は、午前１０時までに受付に棄権届を提出すること。

· スタート15分前にスタート地点にて招集を行う。

· フィニッシュ後、大学ごとに受付にてICチップの回収を行う。未返却の場合、後日本人が必要経費を負担の上、本連盟に郵送のこと。

５．競技中の事故による怪我、発病について、主催者側は応急処置を行うが、それ以上の責任は一切負わない。

６．タスキおよびナンバーカードは、主催者側が用意する。

７．１チームにつき１名の補助員を出すこと。やむを得ない理由で補助員を出せない場合は大会前日までに本連盟に連絡すること

８．応援者による伴走とみなされる行為は禁止とする。

９．「ゴミ」は各大学が責任をもって持ち帰ること。

１０．その他の詳細については、監督者会議で連絡する。
